平成３０年度

高齢者・障害者介護サービス事業所

大分西地域包括支援センター 事業報告書
平成３０年度は、介護報酬の改定もなく取れる加算はすべて取れるように居宅介護支援事業所の営業や新たな顧客の掘り起こしに努め稼働率のアップを図ったが、年度当初の目標金額を達成することができなかった。通所事業所や入所事業所においては、いずれも利用者の入院や入所により稼働率の減少となった。
サービスの向上として、食事提供においては、業者から食材購入を行う一部委託提供を行ったが、利用者から「季節に合った食事が食べたい」、「生の果物が食べたい」などの意見をいただくことが多く、また衛生面においても異物混入や異臭などの事故が見られたので、毎月業者と連携会議を行い入所者、利用者の意見を基に改善を行った。
デイサービスにおいては、リハビリの強化として室内歩行を取り入れ、成果をグラフ化することで利用者はもとよりケアマネジャーからも評価を得ることができた。
入所事業所では、業務改善会議を適時開催し人員配置の見直しと利用者のニーズに合わせた業務内容の改善及び職員の休憩時間の確保を行った。
　人材確保については、平成３０年度も介護福祉士養成校などと連携を図り介護福祉士や社会福祉士の実習生の受け入れを積極的に行い雇用へと結び付ける事が出来た。
　感染症に関しては、毎月感染予防対策会議を行い各事業所の委員を中心に注意喚起を行い感染症予防に努めた結果、感染症の発生を防いだ。
公用車による交通事故は、平成２９年度が２５件に対して平成３０年度は１９件と減少した。今後も安全運転に対する啓発を続ける必要がある。
地域交流事業としては、圓成寺のお花祭り参加、野田地区草刈り、賀来校区高齢者ふれあい交流会にて送迎手伝い、賀来の市奉納踊り参加、賀来校区ウォーキング大会参加、賀来公民館祭りで焼き芋販売等、積極的に地域との交流活動に取り組んだ。
　社会貢献活動の一環としては次の２事業を継続した。

　一つ目は、平成２７年度からスタートした大分県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会の「おおいたくらしサポート事業」で、特別年会費の拠出とともに、コミュニティーソーシャルワーカー（ＣＳＷ）の育成と派遣を行った。
　二つ目は、大分家庭裁判所から依頼のあった「特別養護老人ホームにおける社会奉仕活動」として、非行少年に車いすの清掃を通じて社会の一員としての自覚を促す事業を実施した。
